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1. 平成29年7月期第3四半期の業績（平成28年8月1日～平成29年4月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年7月期第3四半期 2,202 2.2 537 8.4 551 10.7 370 18.7

28年7月期第3四半期 2,155 3.8 495 2.4 498 △7.5 312 △6.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

29年7月期第3四半期 55.90 ―

28年7月期第3四半期 47.10 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

29年7月期第3四半期 4,526 3,749 82.8

28年7月期 4,476 3,653 81.6

（参考）自己資本 29年7月期第3四半期 3,749百万円 28年7月期 3,653百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年7月期 ― 19.00 ― 19.00 38.00

29年7月期 ― 19.00 ―

29年7月期（予想） 20.00 39.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成29年 7月期の業績予想（平成28年 8月 1日～平成29年 7月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,990 3.0 710 2.5 720 2.8 465 3.8 70.13

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年7月期3Q 6,632,800 株 28年7月期 6,632,800 株

② 期末自己株式数 29年7月期3Q 1,911 株 28年7月期 1,911 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年7月期3Q 6,630,899 株 28年7月期3Q 6,630,931 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発表日現在における仮
定を前提としております。実際の業績は、今後、様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。
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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

（１） 経営成績に関する説明 

当第３四半期累計期間における日本経済は、一部に改善の遅れがみられるものの、緩やかな回復基調で推移しま

した。国内市場は、個人消費の持ち直しの動きが続いており、当社の中心的な対象市場である一般消費財流通業

界、特に日用品・化粧品、ＯＴＣ医薬品（一般用医薬品）等の市場では、ドラッグストアの出店増等により引き続

き好調さがみられました。 

このような状況のもと、当社は、「プラネット ビジョン２０２５」に基づき、中立的な立場で「企業間取引にお

ける業務効率の追求」「企業間におけるコミュニケーションの活性化」「流通における情報活用の推進」「社会に

役立つ情報の収集と発信」を行うことで業界と社会に貢献すべく各施策への取組みを継続いたしました。従来に引

き続き、日用品・化粧品、ペットフード・ペット用品、ＯＴＣ医薬品等の各業界におけるメーカー・卸売業間の取

引業務効率化のため、主たる事業であるＥＤＩ（電子データ交換）サービスの利用企業数増加とデータ利用の拡大

を目指して活動してまいりました。また、ＥＤＩサービスとともに利用されるデータベースサービスの付加価値向

上のための取組みに注力いたしました。 

事業別の活動状況は次のとおりです。 

 ＥＤＩ事業 
メーカー・卸売業間の「基幹ＥＤＩ」サービスのさらなる普及活動に加えて、業界のオンライン取引の一層の

推進を図るべく、主に中小メーカー・大手卸売業間の、Ｗｅｂ受注－仕入通信サービス「ＭＩＴＥＯＳ（ミテオ

ス）」の導入推進活動を継続いたしました。これらの活動は、新規利用メーカー社数の増加とユーザー卸売業の

業務効率化を支援するとともに、業界における取引業務のオンライン化比率が高まることで、業界流通全体とし

ての機能強化に繋がる取組みです。 

また、卸売業の販売実績をメーカーに通知する「販売データ」の利用拡大や、「販売データ」を簡易に利用で

きる「販売レポートサービス」の導入推進にも注力しました。 

 データベース事業 
小売業の店舗や、卸売業の支店・物流センターなどを示す「標準取引先コード」を蓄積した「取引先データベ

ース」に追加された小売店舗の「立地条件」と「店舗情報」のデータを増やすための調査とデータ登録を継続い

たしました。 

また、「商品データベース」の登録推進のため、日用品・化粧品、ペットフード・ペット用品、ＯＴＣ医薬品

等のナショナルブランドの新製品を掲載する「新製品カタログ」の発行準備を進め、新商品情報の収集に努めま

した。さらに、今後もインバウンド消費の増加が予想されるため、「商品データベース」の多言語対応に関する

調査・研究に力を入れるなど、各データベースサービスの付加価値向上のための取組みを継続いたしました。 

 その他事業 
業界の膨大な取引データをビッグデータとして上手く活用することで実現し得る「見える化サービス」開発へ

の取組みを継続いたしました。 

これら３つの事業への取組みの結果、主にＥＤＩ通信処理データ量が増加したことに支えられ、当第３四半期累

計期間の売上高は2,202百万円（前期比2.2%増）となりました。また、販売費及び一般管理費が減少したこと等によ

り、営業利益は537百万円（前期比8.4％増）となりました。その結果、経常利益は551百万円（前期比10.7％増）と

なり、四半期純利益は370百万円（前期比18.7％増）となりました。 

 

（２） 財政状態に関する説明 

当第３四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ49百万円（1.1%）増加し、4,526百万円となりま

した。流動資産は243百万円（9.9%）減少し、2,205百万円となりました。これは主に現金及び預金が267百万円減少

したこと等によるものであります。また、固定資産は前事業年度末に比べ293百万円（14.5%）増加し、2,321百万円

となりました。これは主にソフトウェア及び関係会社株式の増加等によるものであります。 
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負債の部は、前事業年度末に比べ46百万円（5.6％）減少し、777百万円となりました。流動負債は51百万円

（11.1％）減少し、413百万円となりました。これは主に未払金及び未払法人税等が減少したこと等によるものであ

ります。また、固定負債は前事業年度末に比べて4百万円（1.4％）増加し、363百万円となりました。これは主に退

職金給付引当金の増加等によるものであります。 

純資産の部は、利益剰余金の増加等により、前事業年度末に比べ96百万円（2.6%）増加し、3,749百万円となりま

した。 

 

（３） 業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当期は、従来に引き続き、日用品・化粧品及びＯＴＣ医薬品、ペットフード・ペット用品に加え、隣接した各業界へ

当社の主たる事業であるＥＤＩの普及活動を続け、中長期的に安定した成長を目指してまいります。 
通期の見通しにつきましては、現時点におきましては平成 28 年９月 13 日付「平成 28 年７月期決算短信〔日本基

準〕（非連結）」に記載の業績予想と変更はありません。 

 

２． サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１） 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（２） 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成28年７月31日)

当第３四半期会計期間
(平成29年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,987,094 1,719,359

売掛金 428,114 434,099

前払費用 12,227 14,917

繰延税金資産 16,574 20,505

その他 7,083 16,672

貸倒引当金 △2,400 △100

流動資産合計 2,448,695 2,205,453

固定資産

有形固定資産

建物 52,345 52,345

減価償却累計額 △31,237 △33,678

建物（純額） 21,107 18,667

工具、器具及び備品 32,794 32,794

減価償却累計額 △18,492 △20,888

工具、器具及び備品（純額） 14,302 11,906

有形固定資産合計 35,409 30,573

無形固定資産

ソフトウエア 468,069 581,589

電話加入権 1,383 1,383

無形固定資産合計 469,452 582,973

投資その他の資産

投資有価証券 991,178 1,019,564

関係会社株式 356,418 502,273

保険積立金 90,620 98,258

その他 85,093 87,683

貸倒引当金 △121 △124

投資その他の資産合計 1,523,189 1,707,656

固定資産合計 2,028,051 2,321,203

資産合計 4,476,746 4,526,656
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(単位：千円)

前事業年度
(平成28年７月31日)

当第３四半期会計期間
(平成29年４月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 157,213 152,966

未払金 81,703 39,230

未払法人税等 119,438 75,198

賞与引当金 21,750 48,713

役員賞与引当金 30,000 24,000

その他 54,729 73,347

流動負債合計 464,835 413,456

固定負債

繰延税金負債 107,848 92,488

退職給付引当金 120,361 133,002

役員退職慰労引当金 119,200 126,756

資産除去債務 11,418 11,550

固定負債合計 358,827 363,797

負債合計 823,662 777,254

純資産の部

株主資本

資本金 436,100 436,100

資本剰余金 127,240 127,240

利益剰余金 2,643,617 2,762,281

自己株式 △1,786 △1,786

株主資本合計 3,205,171 3,323,835

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 447,912 425,566

評価・換算差額等合計 447,912 425,566

純資産合計 3,653,084 3,749,402

負債純資産合計 4,476,746 4,526,656
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 平成27年８月１日
　至 平成28年４月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成28年８月１日

　至 平成29年４月30日)

売上高 2,155,160 2,202,102

売上原価 763,583 794,931

売上総利益 1,391,576 1,407,171

販売費及び一般管理費 896,052 870,135

営業利益 495,524 537,036

営業外収益

受取利息 437 20

受取配当金 959 3,040

有価証券利息 2,482 4,397

貸倒引当金戻入額 ― 2,296

雑収入 867 5,135

営業外収益合計 4,747 14,890

営業外費用

投資有価証券評価損 1,855 ―

営業外費用合計 1,855 ―

経常利益 498,416 551,926

税引前四半期純利益 498,416 551,926

法人税、住民税及び事業税 186,236 190,725

法人税等調整額 △144 △9,437

法人税等合計 186,092 181,288

四半期純利益 312,324 370,638
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（３） 四半期財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）  
該当事項はありません。 

 

４．補足情報 

当第３四半期累計期間における販売実績を事業別に示すと、次のとおりであります。 

 

事 業 別 

前年同四半期 

平成28年７月期 

第３四半期 

当四半期 

平成29年７月期 

第３四半期 

（参考）前期 

 (平成28年７月期) 

金額(千円) 構成比（％） 金額(千円) 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％） 

Ｅ Ｄ Ｉ 事 業 1,859,565 86.3 1,931,789 87.7 2,504,578 86.3 

デ ー タ ベ ー ス 事 業 279,948 13.0 253,951 11.5 376,262 13.0 

そ の 他 事 業 15,646 0.7 16,362 0.7 21,422 0.7 

合 計 2,155,160 100.0 2,202,102 100.0 2,902,262 100.0 

（注） 1．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

2．記載金額については、表示単位未満を切り捨てて表示しております。 

3．記載比率については、表示単位未満を四捨五入して表示しております。 

 

 

以上 
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